


学校教育目標 
    

    ○ やさしい子     （徳） 

    ○ かしこい子     （知） 

    ○ たくましい子    （体） 
 

 《目指す子どもの姿》 

     進んで運動することができる子 

 



 児童の実態 

○運動を日常的にする子としない子の二極化 

 

○基礎的・基本的な技能の習得の不足 

 

○体を思った通りに動かせない 

 

○休日や放課後等に室内遊びを好んだり、 

             朝食を食べてこなかったりすること 



１ 研究の目的 

 

   ○基礎的・基本的な技能を身につける力 

 

  ○運動に進んで取り組む力 

 

  ○生涯にわたって運動に親しむ資質や能力 

 

  ○運動を通して、人間関係を形成する力 
 

《本校の児童に身に付けさせたい力》 



研究主題  
 「自ら進んで運動に取り組む児童の育成」 
  
  ～基礎基本を確実に定着させ、 
               より楽しい体育の授業づくり～ 

研究の柱 
    「体育の授業の充実」 
    「運動をしたくなる環境づくり」 
    「家庭との連携」 



２ 研究の仮説と手立て 
【仮説１】  

 学習規律を確立させ、運動の特性や魅力を味わわせ   

 る授業を実践すれば、自ら進んで運動に取り組む児童  

 の育成を図ることができるであろう。 

【手立て】  

 運動の特性や魅力を味わわせる授業の実践 

  ○児童の実態に即した教材作り 
  ○児童が意欲的に取り組む指導と評価 
  ○仲間とのかかわりあいが生まれる指導 
  ○学習規律の確立 



【仮説２】  

 日常運動につながる環境づくり、継続的な体育的活 

 動を工夫・実践すれば、自ら進んで運動に取り組む児   

 童の育成を図ることができるであろう。 

【手立て】  

 日常的に運動に親しむことのできる環境づくり 
  ○全校運動の実施 
  ○「もりもりタイム」の実施 



【仮説３】  

 家庭と連携した健康づくり・体力づくりを工夫すれば、  

 自ら進んで運動に取り組む児童の育成を図ることがで 

 きるであろう。 

【手立て】  

 家庭と連携した健康・体力づくり 
  ○食事・運動・睡眠等の調査・啓発 
  ○「もりもり通信」の発行 



３ 研究組織 低学年ブロック 
中学年ブロック 
高学年ブロック 
特別支援ブロック 

授
業
研
究
部 

専
門
部 

実態調査部 

体力向上部 

家庭連携部 



４ 研究の実際 



ハンドサインや笛の合図 
用具使用の約束 

の統一 

準備運動の確認 

授業研究部 



運動の特性に
ふれさせる授業 

第６学年（ハンドボール） 

第４学年（小型ハードル） 

第２学年（跳び箱を使った運動遊び） 



第１学年（鉄棒を使った運動遊び） 

特別支援学級 
（しっぽとりゲーム） 



第３学年（ベースボール型ゲーム） 

第５学年（ソフトバレーボール） 



４ 研究の実際 《専門部の取り組み》 

体力向上部 もりもりタイムの取り組み 



体力向上部 もりもリュウの取り組み 



体力向上部 業間マラソンの取り組み 



家庭連携部 

１，もりもり通信の発行 

２，もりもりチャレンジの作成・   
  感想の集約 

３，体育科講演会の開催 



①子どもたちの様子 

②基本的生活習慣 
（運動・栄養・睡眠） 

③家庭でできる体力作り 

１，もりもり通信の発行 



運動 

睡眠 

栄養 

体力の向上 







 
夏休み・『もりもりチャレンジ』に取り組んで 

～ お家の方からこんな感想が寄せられました！ ～ 
  
✿ 暑い夏でしたが、早寝早起き・しっかり食事を摂り、元気に遊べ  
   勉強できました。食事は、いろいろな種類のものを好奇心を 
  持って食べてくれたのでよかったです。２学期の力になるとよい 
  ですね！                            《１年生》 
 
 
✿ 毎日しっかり３食食べ、学習もやれたと思います。睡眠もOK！ 
   朝、家の周りを頑張って走れました。強い体をこれからも作って 
  いこう。めあては守れたように思います。        《2年生》 
                          
 
✿ 長い夏休みを「もりもりチャレンジ」でバランスよく過ごせました。 
  体を動かし、９：３０前後には布団に入り、規則正しく生活がで  
  きたと思います。体調も崩さず、色々な経験ができて、心も成長 
  しているといいね！                     《3年生》 
 

 
✿ あまり生活を変えず、だらだらしないで充実した夏休みになっ 
  たと思います。自分で決めたことは、きちんとやらなくてはとい 
  う意識があり、よく取り組んでいたと思います。     《4年生》                               
                            
 
✿ 規則正しく生活ができていたように思います。学習するときは、  
  しっかり学習して、遊ぶときは、しっかり遊ぶというメリハリがとれ 
  ていたと思います。目標を立てて努力していました。 《5年生》        
                                                 
 
✿ 自分で一日のスケジュール表を作って取り組めました。母が仕 
  事でいない日でも一人で勉強し、昼ご飯も作って、食べてくれま 
  した。６年生らしい、とてもよい夏休みでした。親からも一言褒 
  めてあげたいです。                     《６年生》 
 
 
✿ 毎日、早寝早起きで、朝食前の５分間の学習も嫌がらず、楽し   
  そうにできました。たくさん出かけて、色々なことを考えた夏休 
  みでした。                           《けやき》 
                                               



子どもをのばす眠りの力 チャレンジカード 



３，体育科講演会 



４ 研究の実際 《専門部の取り組み》 
実態調査部 

（１）体力テストの分析 

 〇昨年度の新体力テストで総合評価がＤ，Ｅの児童の苦手傾向の把握 
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（１）体力テストの分析 
 〇昨年度の新体力テストで総合評価がＤ，Ｅの児童の苦手傾向の把握 

・平均的にみると、男子は柔軟性や筋力、女子は、走力が劣って 
 いる傾向にある。 
 
・本校の児童は、学年が上がるごとに総合評価がＤ，Ｅの児童  
 が減少している。成長と共に体力が高まっていると考えられる。 
 
・就学前の運動経験が乏しく、遊びの中で、ボールを投げたり、  
 跳んだり、走ったりすることができていないと考えられる。 
 
 



（１）体力テストの分析 
 〇総合評価がＤ，Ｅの児童の追跡調査 

   （総合評価がＤ，ＥからＣ以上に向上したのは何人いるか。） 
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全校（２４年度 ２～６年）  

２３年度 ２４年度 

男子 ３７人  女子 ３２人 の向上が見られた。 



（１）体力テストの分析 〇総合評価がＤ，Ｅの児童の追跡調査 

 
・多くの児童が総合評価を向上することができた。 
 

・分析結果をもとに業間マラソンやもりもりタイムに継続的に取り 
 組んだり、授業や家庭学習ですくすくプログラムに取り組んだこ   
 とが、児童の体力向上へとつながった。 
 
・一人一人の児童の苦手を教師が把握することで、新体力テスト 
 の際に効果的な声かけができるようになったことも評価が向上  
 した児童の増加につながったと考えられる。 
 
※昨年度Ｃ以上の評価だったにも関わらず、今年度Ｄ，Ｅに評価が落ちてしまった 
  児童もいる。 

 
 
 



（１）体力テストの分析   

 

 ２４年度   

 Ａ＋Ｂ＋Ｃ  ８６．５％ 
  Ｄ＋Ｅ    １３．５％  

２３年度   
 Ａ＋Ｂ＋Ｃ  ７５．６％ 
  Ｄ＋Ｅ    ２４．６％ 



（２）新体力テストの「種目別ベスト３」と「本校の平均値と 

   県の平均値」の比較グラフの作成 

  

・児童や保護者の体力作りに対する意識を高めること  
 ができた。 



 

  

（３）体育アンケートの分析 

91% 

9% 
①運動は好きですか。 

好き・どちらかというと好き どちらかというと嫌い・嫌い 



 

  

（３）体育アンケートの分析 

91% 

9% 

②進んで運動に取り組んでいますか。 

取り組んでいる・どちらかというと取り組んでいる 
どちらかというと取り組んでいる・取り組んでいない 



 

  

（３）体育アンケートの分析 

94% 

6% 

③体育の授業は好きですか。 

好き・どちらかというと好き 
どちらかというと好きではない・嫌い 



 

  

（３）体育アンケートの分析 

95% 

5% 

③体育の授業は楽しいですか。 

楽しい・どちらかというと楽しい 
どちらかというと楽しくない・楽しくない 



（３）体育アンケートの分析 

 

 

 

 

  

・体育の授業作りの工夫・改善が児童の運動や体育へ  
 の意欲を高めることにつながった。 



５ 研究の成果 

（１）児童の新体力テストの結果について 
   ○総合評価 Ａ+Ｂ+Ｃ の向上 
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（２）児童の運動に対する情意面について(％) 
    
 
 
 
 
 
 
   

質問項目   Ａ Ｂ Ｃ Ｄ ４段階評価 ２３ 
年度 

２４ 
年度 

増
減 

①運動は 
 好きですか。 

Ａ：好き 
Ｂ：どちらかというと好き 

９０ ９１ ↑
増 

②進んで運動   
に取り組んで 

 いますか。 

Ａ：取り組んでいる 
Ｂ：どちらかというと 
  取り組んでいる 

８８ ９１ ↑
増 

③体育の授業は
好きですか。 

Ａ：好き 
Ｂ：どちらかというと好き 

９２ ９４ ↑
増 

④体育の授業は
楽しいですか。 

Ａ：楽しい 
Ｂ：どちらかというと楽しい 

９４ ９５ ↑
増 

 情意面が高まった理由 
 
     〇児童に運動の特性を味わわせることができた。 
    
     〇休み時間に校庭で取り組みたくなる活動が増え、  
        主体的に運動に取り組む児童が増えた。 
 
 
 
 
 



（３）家庭との連携について 
 
  ○「もりもり通信の定期的な発行」 
 
  ○掲示物の工夫 

    新体力テスト結果 

   （種目別ベスト３・県平均との比較）による 

     

 

        家庭の体力への意識の向上 



５ 今後の課題 

・児童一人一人の実態把握と個に応じた支援方法の確立 

 （進んで運動に取り組むことができない子に 

                     いかにアプローチをするか。） 

 

・意欲の継続化。教師の声かけやよりやりたくなる場の工夫 

 

・体育の評価基準（狭山台小の実態に応じる）の見直し 

 




